
 

Instructions for use

Title タバコ種子の光発芽性の二面交雑による遺伝的解析

Author(s) 渡部, 信義; 津田, 周彌; 細川, 定治

Citation 北海道大学農学部邦文紀要, 10(2), 139-146

Issue Date 1977-01-25

Doc URL http://hdl.handle.net/2115/11888

Type bulletin (article)

File Information 10(2)_p139-146.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP

https://eprints.lib.hokudai.ac.jp/dspace/about.en.jsp
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(Laboratory of lndustrial Crops， Faculty of Agriculture， 
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緒言

タバコ種子はいわゆる光発芽性種子として知られ，光

が与えられないと発芽率は皆無であるか，或は数ノf一セ

ントにとどまり，実際栽培においても種子が土中深く埋

れていると，その発芽率は低いことが知られている。し

たがって実際栽培では，播種時に種子を一昼夜浸漬後光

をあてて後播種する，いわゆる“予姶"が行なわれてい

る。しかし，また品種によっては，暗黒条件下でも発芽

率の高い品種も見出されており，このような事実から暗

黒条件におけるタノ〈コの階発芽性に関する遺伝学的研究

が古くから行われてきた。 HONING3)は暗黒下で発芽率

の高い系統と低い系統との間の交配の結果から， Fj種子

の発芽率は低い系統と一致するとし，前者は後者に対し

て劣性であると報告した。しかし，その後 1930年には，

細胞質の効果およびこれの優性の逆転現象を報告した

(HONING4))。このほか，小河原7)，KASPERBAUER5)が

同様の実験を行し、，暗黒下では発芽率の低い系統が優性

ではあるが，一般に母系効果の大きいことを報告した。

タバコ以外の種の光発芽位については SUZUKIと

TAKAHASHI8)は CUCU/IlIssativa， SUZUKIとSAIT09)

は，Solaflum tuberosu川をそれぞれ用いて同様の実験

を行っている。一方近年の著しい光形態形成に関する植

物生理学的研究の成果のひとつとして，色素タンパク

phytochromeの機作，即ち Red-far-redphotorever-

sible reaction (赤色光・遠赤色光可逆的光反応)の発見

とその種子の光発芽性との関連性に関する研究成果があ
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げられる。光が植物の生活に直接影響することは当然の

こととして知られ，光合成の分野では，この能力の向上

に関する遺伝育種学的研究は多い。しかし光形態形成の

分野では，未だ遺伝学的研究が行なわれたとL、う報告は

ない。

本実験は光発芽性種子として知られるタバコについ

て， 要光型品種と非要光型品種(陪発芽性品種)との交

配および要光型どうしの交配を行って，暗黒条件におけ

るFj種子の発芽性および，光処理に対する反応性を遺

伝学的に解析したものである。

ここでいう非要光型品種とは暗黒条件下でも，光条件

下でもその区別なく発芽率の高い品種であり，また要光

型品種とは，暗黒条件では発芽率が0%またはごく低率

であり，光条件下で発芽率良好の品種をさす。

材料と方法

用いられた品種は，松川，南部(在来種)， Xanthi， 

Samsoun (オリエン卜種)， Hicks 2 (黄色種)の5品種

であり， Xanthiを除いては，すべて要光型品種として

取扱うことができるものである。

以との5品種は， 1974年3月下旬に温室に播種され，

15cm直径の鉢に移植栽培し， 7月と句に5X5面交配を

行ない， 9月上旬に収穫した。収穫した種子は，苅を乾

燥後，薬包紙によって包み，デシケーター内に冷蔵し

た。発芽試験はすべて収穫後2カ月目に行った。

発芽試験の方法は，種子50粒を 0.7%寒天培地の直径

5.5cmのシャーレに播種し， 2伺のシャーレの発芽率の
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平均で1反復を代表させ， 2反復の実験を行った。

赤色光は，光源を500Wのプロジェクター・ランプと

し，東芝干渉フィルタ-KL66を透過させた光で‘ある。

種子に光を照射する場合は，幅射熱の影響を防ぐ目的

で，光を鏡に反射させてから種子に照射を行った。

実験温度は250Cとし，発芽試験の手順は， 24時間の

暗浸漬後， 60分間光を照射し，アルミフオイルでシャー

レを包み， 1週間250Cに放置した。

発芽率は，まず処理期間中の発芽数をかぞえ，未発芽

種子を1週間普通の光条件で発芽させ，なお不発芽であ

る種子を除き，発芽率を(処理による発芽数)/(全粒数一

不発芽数)XI00て‘求めた。得られた結果は統計分析のた

めに Arcsin変換を行った。

結果

1. 暗黒および赤色光条件下における発芽性

崎県条件および赤色光条件 Fにおける発芽試験の結果

は， Table 1に示した。この実験の結果を HAYMAN1，2)

の方法によって，これらの光条件における発芽の遺伝性

の検討をするために二面分析法を適用した。なお二面交

配のデータの遺伝分析のために，その仮定が満足されて

いるかどうかについて検討した結果から，系統問に有志:

差が認められず (Table2)， この実験に二回分析が適用

されうることが示された。

Table 1. Diallel cross table for the mean values of germination 
rate under two light conditions 

a) Complete darkness (%) 

Male parents Row 

Matsukawa Nanbu Xanthi Samsoun Hicks 2 
average 

Matsukawa 2.0 。。 0.0 0.0 。。 0.0 

Nanbu 。。 0.0 0.0 0.0 。。 0.0 
Female 

Xanthi 0.0 3.0 93.0 0.0 4.0 7.4 parents 
Samsoun 0.0 0.0 0.0 2.0 。。 0.0 

Hicks 2 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 

Colum Ave. 0.0 0.1 7.4 0.0 0.0 9.4 

b) Red light for 60 min. (%) 

Male parents 
Row 

Matsukawa Nanbu Xanthi Samsoun Hicks 2 
aberage 

Matsukawa 59.5 

Nanbu 29.0 
Female 

Xanthi 70.0 parents 
Samsoun 29.6 

Hicks 2 13.6 

Colum Ave 39.0 

Table 2. Variance analysis of ( ¥tう -Vr) values 

for the test of gene interaction and/ 

品。rindependency of gene action 

Source of 
vanatlOn 

Parent 

Error 

d.f 

4 

5 

ns: non-signi五cant.

Mean square 

Darkness Red light 

1568.71 ns 317.39ns 

1068.68 325.91 

29.3 

55.2 

51.9 

15.0 

4.3 

28.2 

74.9 10.8 0.7 30.4 

32.2 3.1 0.0 17.5 

95.5 92.3 45.5 74.1 

39.9 73.7 6.2 30.3 

53.8 5.7 2.6 12.4 

61.7 33.1 5.9 56.8 

a) ニ面衰の分散分析および分散の分割

二回表の分散分析および分散分割を HAYMAN1)の方

法を用いて，暗黒および赤色光の 2つの光条件について

分析を行った。

その結果を Table3に示した。この表で aは各親系

統の平均の効果の差(ー・般組合せ能力)であり， bはaに

よらない正逆合計における差(特定組合せ能力)， じは各

親系統の母系の乎均効果(細胞質の効果)， dはcによら

ない正逆合計における差を示すものである。 Table3か
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Table 3. Variance analysis of diallel cross 

table of germination rate under 

two light condition 

Source of 
d.f. 

Mean square 

vanatlOn 
Darkness Red light 

G 4 951.14** 3905.28** 

b 10 675.12** 492.43** 

C 4 23.02** 410.37** 

d 6 15.02* 74.57 ns 

Error 25 4.09 33.93 

1)ぺ料 signi五cantat the 5 and 1 ~も level ，

respectively. ns; non-signi五cant.

2) a={L:(}乍.+ y'，.)2/21lー 2Y..2/n2}2/)(n-1) 
b={L:(Xrs十Y8r)2j4-L: (王子.十y'，.)2/2n
十y..2/ n2} /0.5n (nー 1)
c= {L: (Yr. -Y.r}2/2n}/(nー 1)
d= {L: )y，・s-Ysr)2/4 -L: (Yr. -Y.，ヂ/2n}/
XO.5(n-1)(n-2) 

where Y円五十.and Y.. are the sums of 
colum， row and total， respectively and Yrs 
is the values of colum r and row s in the 

diallel table. 

らa，b， cについては 2つの光条件下で 1%水準で統

計的に有意であった。またdについては，暗黒条件で，

5%水準で有意であった。

このことは2つの光条件で，これら5品種間では優性

の程度が異るが bの特定組合せ能力が有意であること

から，特定の組合せによって優性の程度が変異すること

を示すものである。 しかし， bはaに対しては，赤色光

条件では比較的小さく，また c，dの効果が有意なことか

ら， この実験での相反交雑の差は大きいものと考えら

れる。

b) 遺伝的パラメターの推定

上記の分散分析の結果， a， bが統計的に有意であるこ

と，および二面交配の遺伝分析法が適用できるので，

HAYMANの公式にしたがって 2つの光条件のそれぞ

れについて相加的遺伝分散 (D)， 優位分散 (Hjおよび

Hz)などの遺伝分散成分と，それらの標準誤差を推定し

た。 ここで" D，HlおよびH2などのもととなる VoLO，

WoLOlなどは二面表の相反交雑の平均を用いた。環境

分散(E)の推定値は， Table 3の誤差分散から推定した。

各推定値は Table4のとおりである。

暗黒条件では，環境分散 (E)を除いて，相加的遺伝分

散(D)，優性分散(H1とH2)などはすべて有意であった。

また赤色光条件では，環境分散および優性と劣性遺伝子

数の不均衡度を示す分散(F)を除いてすべて統計的に有

意であった。

次に優性の平均の程度とその方向，優性因子を多く

持っている親とその序列，有効因子数などを推定した

(Table 5)。

優性の程度は 1Hl/万で示され，D=Hlのとき 1，す
なわち完全優性であり， 1より大きいときは超優性， 1よ

り小さいときは不完全優性である。この実験ではそれぞ

れ，暗黒条件では， 1.04，赤色光条件では， 0.99であっ

た。次に Arrayの親との共分散を縦軸に Arrayの分散

を横軸にプロットし，放物線を W;=VpVァ(但し Vpは

Table 4. Genetic variance components and 

their standard errors estimated by 

HA YMAN's formulae (1954) 

Light condition 
Component 

Darkness Red light 

D 1023.29土 44.88 472.77:t 63.01 

F 1275.39:t 111.10 -297.88:t 157.40 

Hl 11 07.49 :t 120ユ1 463.18:t 170.16 

H2 667.90:t 108.94 458.39:t 154.34 

112 485.80土 73.55 611.14土104.20

E 2.05土 18.16 16.97土 25.72

Table 5. Properties of the gene concerned 

with light dependence of germina-

tion under two light conditions 

Light conditions 
Properties 

Darkness Red light 

Number of genes 
concerned 
(e丘ectivefactors) 
h2/H2 0.73 

(max. parent value 
-min. parent value)2j4D 1.33 

Direction of dominance 
(Fl mean-P. mean) -16.61 

Average degree of 
dominance 

イ百1ID from table 4 
From五g.1 

Distribution of dominant 
and recessive genes among 
parents 

1.04 

1.04 

(";4DH1十F)j(";4DHl -F 3.52 

H2/4J-I1 0.15 

1.33 

2.50 

-18.70 

0.99 

1.01 

0.52 

0.25 
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W， 

Xl03 
w~ = 1027.37V， 

W， =V， -22.69 

d. Oarkness 

1vr 
X 103 

W， 

W~ =633.38叫

b. Red ligh¥ tor 60 min 

5 V， 
X 102 

Fig. 1. Relationship between array covariance and variance 

in a diallel cross for seed germination under two 

light conditions 

親の分散)，回帰i直線を'"ノr=に+W，.-V，.として求め

ると，

暗黒条件 Fでは

W;b1027.37 Vr 

Wr= Vr-22.69 

赤色光条件下では，

W;=633.38 Vr 

W，，=Vrー 1.85

が求められる (Fig.1 a， bj。

以上のグラフから優性度を求めるには，放物線の接線

の Wrの軸との交点を Bとし， 回帰直線の W，・の軸と

の交点をAとするとき，

~Aτ!~万τ から求められる。この結果から求めら
れた優性度はそれぞれ，暗黒条件下では， 1.04，赤色光

条件下では， 1.01であった。

優性の方向は(全 Fjの平均全親の平均)， から求め

られる。暗黒条件下では， -16.61で発芽率の低い方向

つまり安光型に， また赤色光条件下では， -18.70であ

り，発芽率の低い方に優性の方向があることが示された。

優性遺伝子を多く持つ親は，Wr+Vrが最小となり，

Wr+Vrの最大のものは劣性遺伝子を多く持っている

親に相当するものとされる。 これを Fig.1 a， bでみる

と，暗黒条件下では Xanthiが劣性親に相当し，その他

の4品種は優性親とされる。また，W，.+V，.の小さいも

のから順に，南部 Samsoun，松川， Hicks 2および

XanthiのI1闘であった。赤色光条件 Fでは， Xanthi， 

Hicks 2，南部，松川及び Samsounの順であった。 ま

た発芽率の順位をみると，発芽率の小さいものから順に

l-licks 2，南部，松川， Samsounおよび Xanthiであり，

優性の順位とは必ずしも一致しなかったが， H13J主条件と

赤色光条件において Xanthiの Arraryの位置の変化す

ることからみて， Xanlhiが特別の作用をしていたと考

えることヵ:できる。

5品種の全体に含まれる優性遺伝子と劣性遺伝子のど

ちらが多いかについては， Table 5のFの記号の正負に

よって知ることができる。 Fが正であれば優性因子が多

く，負であれば劣性因子が多し、。またその全体の数の比

は， .; 4DH了+FN4DHj-Fで与えられる。

暗黒条件 Fでは，Fは正であり，優性因子が多く，赤

色光条件では，これが負となり，劣性因子が多いことに

なる。また全体の比は3.52と0.52であった。

また優性と劣性の両遺伝子のそれぞれの割合の積の推

定値(Hzl4Hj)は，暗黒条件下で 0.15であり，一方赤色

光条件下では 0.25であり， 赤色光条件下ではFが有意

でないこと，から優位遺伝子と劣性遺伝子の比は同じで

あろうと推定された。

これら親問の発芽率の違いを起こしている有効因子数

の推定値は，lz21 I-んおよび(最大親ー最小親)2/4Dで求め

ることができる。崎県条件下では1121H2では0.73，(最大

親ー最小親)2/4])では1.33であり，赤色光条件下ではそ

れぞれ1.33，2.50 であった。つまり l暗黒条件 Fでは 1~2

対， 赤色光条件 Fでも 1~3 対の有効因子数が推定さ

れた。

2. 光発芽に関する品種の感光性の遺伝的検討

1で検討した結果，暗黒条件下と赤色光条件下とて、は，
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Table 6. Diallel cross table for the light-sensitivity判

E1"ale parents 
Rowave. 

Matsukawa Nanbu Xanthi Samsoun Hicks 2 

Matsukawa 57.5 29.2 74.9 10.8 0.7 30.4 

Nanbu 29.0 55.2 32.2 3.1 0.0 17.4 
Female 

Xanthi 70.0 49.9 2.5 92.3 41.5 66.7 parents 

Samsoun 29.6 15.0 39.9 71.7 6.2 30.3 

Hicks 2 13.6 4.3 53.8 71.7 2.6 12.4 

Column ave. 39.0 28.1 54.3 33.1 5.9 47.4 

* Light-sensitivity=(Germination rate under red light for 60 min.)一(Germinationrate 
under complete darkness) 

優性傾向の違いがあきらかとなった。つまり赤色光条件 とおりの二面分析を行なった。 Table6には，品種の感

下では，暗黒および赤色光条件下で発芽率の高い Xanthi 光性の二国表を示した。

と低い Hicks2とがともに優性の傾向を示し，赤色光条 1と同様の分析を行ない， まず共分散と分散の差の均

件 Fにおける優性の傾向は発芽率減少の方向であった0 ・性の検定を行った。その結果， Xanthiの Arrayを除

以上のことを検討するために，赤色光条件と暗黒条件 外した場合(つまり要光型内の場合)では，系統間に有

の発芽率の差を品種の感光性とし， XanthiのArrayを ;意な差は認められず， Hicks 2の Arrayを除外した場

除外した場合と Hicks2の Arrayを除外した場合の 2 合は系統聞に 1%水準で有意差が認められた (Table7)。

Table 7. 

Source of 
vanatlOn 

Parent 

Error 

Variance analysis of (Wr-Vr) values 

for the test of gene interaction andf 

or independency of gene action 

Mean square 
d.f. within light- excluding 

3 

4 

requiring Hicks 2 array 

12370.98 ns 

4369.94 

197795.95水*

10687.18 

料 signi五cantat the 1% level 
ns: non-significan t. 

Table 8. Variance analysis of the diallel 

cross table on the light-sensi-

tivity within light-requiring va-

nety 

Source of 
vanatlOn 

d.f. Mean square 

a 3 1078.63** 

b 6 402.01 ** 

ι 3 435.55** 

d 3 171.20 

Error 16 77.08 

1) 料 significantat the 1% level. 
2) a， b， c and d: cf. the 2nd note in table 3. 

要光型品種の間では，二百分析の仮定が成立したの

で，まず HAYMANの方法を用いて分散分析を行った

(Table 8)。

その結果， a， b， c に1%水準て有意差が認められ，こ

の結果，これら4品種間て、は，優性の差が存在するが，

bが有意であるから特定組合せによって優性の程度は異

る。 しかし， bはaに比べて有意に小さいこと，またし

が有意であることから，この実験では相反交雑の差が大

きいがaに比べて有志に小さいこともわかった。

次に a，bが統計的に有意であることと，共分散と分散

Table 9. Genetic variance components and 
their stanclard errors on the light-

sensitivity within light-requiring 

vanety 

Components Estimated value:t S.E. 

D 746.21 :t 106.65 

F 241.70 :t 273.98 

H1 964.65土310.01

H1 953.03:t 286.16 

h2 1712.92 :t 194.08 

E 77.08土 47.69

Estimated by HA YMAN's formulae (1954) 
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Table 10. Properties of the gene concerned 
with light.sensitivity within light-

reqUlring vanety 

Properties Estimated value 

Number of genes 
concerned (e任ectlve
factors) 
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Direction of dominance 
(F1 mean-P. mean) -18.77 

Average degree of dominance 

./Hl!D- from table 8 

from五g.2

1.14 

1.05 

Distribution of dominant and 
recesslve genes among parent 
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Fig. 2. Relationship between array covariance 

and variance in a diallel cross table 

for light sensitivity within light-re-
qUlnng vaneUes. 

の差の均一性の検定の結果から二面交配の遺伝分析がで

きるので， HAYMANの公式によって D，Hh H2などの

i宣伝分散成分およびそれらの標準偏差を推定した。推定

値は Tabl巴 2のとおりである。 この結果から遺伝パラ

メーターはF，Eを除いて有意であった。

次に平均の優性の程度とその方向，優性因子を多く

持っている親とその序列，有効因子数などを推定した

(Table 10)。

優性の程度は1.14で超優性であった。次に Arrayの

共分散と分散の関係を示すグラフを拙き放物線と回帰直

線から優性程度をもとめた (Fig.2)

放物線は WJ. = 823.29 Vr 

回帰直線は Wr= V，.-20.88 

であった。このグラフから優性程度は1.05であり超優位ー

であった。

優官1:の方向は， (全Flの平均一全親の平均)から求め

られるが，この実験では，一18.68であり，感光性の低い

方に優性であった。

優性遺伝子を多く持つ親は W，.+iらが最小となり，

wト+V，.が大きいものlまとe劣性親にあたるから， Fig.2 
から明らかなように，日ノト+V，.の小さい!闘に Hicks2， 

Samsoun，松川および南部であり，感光性の小さい順に

ならべると Hicks2，松川，南部および Samsounであ

る。つまり優性の順位と感光性の順位とは一致しない

が，感光伎の小さい Hicks2は最も多く優性因子をもっ

ているものと推定された。

Fが有意でないことから，優性遺伝子と劣性遺伝子の

どちらが多いとはいえないが，その全体の比は1.33であ

り，またH2/4Hlは0.25であった。このことは優性遺伝

子と劣性遺伝子の割合がほぼ等しいことを示している。

有効因子数は h2/H2では1.80であり， (最大親一最小

親戸/4Dでは， 1.11であった。 Hicks2の Arrayを除外

した場合は，W，.-V，.の均一性の検定の結果，有意差が

系統聞にみとめられたことから Xanthi因子の上位性

が示唆される。

考 察

本実験の結果からみて，暗黒条件下の発芽の場合，小

河原7)，KASPERBAUER5)らが指摘しているような，非

安光型品種の母系効果はそれほど大きくなかった。しか

し南部と Xanthi，Hicks 2とXanthiとの交雑の場合

にはわずかに Xanthiの母系効果がみいだされた。また

暗黒条件下の要光性は非要光牲に対しでほぼ完全優性に

あるとみなすことができる。 また有効因子数が 1~2 対

と推定されたことから，遺伝様式は比較的に簡単てある

可能性がある。

赤色光条件に対する発芽反応については，HONING1，2)，

小河原7)および KASPERBAUER5)らは実験を行ってい

ない。しかし，光形態形成がかなり低いエネルギ一反応

であり，長時間の光にあたった場合には見いだされるこ

とのない遺伝変異が，赤色光など特定波長の短時間照射

によって見出される場合があると考えられる。また光反

応の大きさを定の光条件(本実験の場合赤色光60分

間の照射)に対する発芽率で示すことも有意義と考えら

れる。

本実験の解析の結果， ~Iλ 均優性皮からみでほぼ完全

優性であると結論でき，有効因子数は 1~3 対と推定さ
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れた。

また， Fig. 1 bに示すように，赤色光条件下では，暗

黒および赤色光の両条件下で，いずれも発芽率の高い

Xanthi，この条件下で‘発芽率の低い Hicks2，が優性で

あり，時黒条件下では優性親であった松)11，南部， Sam-

sounは， 優性傾向を逆転し劣性であった。 このことは

Xanthiの因子および Hicks2の因子のどちらか一方，

または両方が赤色光条件下て、特別の作用をしていたため

と考えられる。

この作用の解析のため，感光i!fの槻念を設け，分析を行

なった結果から Hicks2の因子は，優性であり， Xanthi 

の因子には非対立遺伝子聞の交互作用が認められた。こ

のことは， Xanthiの有する因子は，暗黒条件下では劣性

として作用し，赤色光条件では，感光性の低い遺伝子と

交互作用を有し， Hicks 2は暗黒条件下では，優性とし

て作用し，赤色光条件下では感光性の小さい因子が優位

として作用すると考えることができる。つまり暗黒およ

び、赤色光両条件下のそれぞれで作用する遺伝子系は，

異っていると考えられる。 このことは， Xanthiと交配

した Fl種子の発芽率は概して中間親より高く， Xanthi 

との組合せを除いて Hicks2と交配した Fl種子の発芽

率が中間親よりもかなり低いこと， また渡部10)が指摘

したように， 非要光型品種と要光型品種の交配 F1種子

の赤色光条件下の発芽率の傾向性は，もし暗黒条件下と

この条件で作用する遺伝子が同じであると仮定すれば要

光型品種と同様の発芽率を示すはずであるが，実際は有

意に高い発芽率を得ることによって推定され，本実験の

結果からも特に Hicl日 2と Xanthiとの組合せの場合

には発芽率が上昇し， Xanthi因子の上位性が指摘され

るのである。

感光性については要光型品種て、は 1~2 対の有効因子

数が推定される。ただし，この感光性が種子の感光性そ

れ自体の要因，つまり種子の感光部位の機構の遺伝的分

化によるのか，種子の代謝過程の変異であるのかは，決

定できない。 しカかミし， LUK王ENS6め)が Alμter勾7百naω7

の胞子形成において， 450~750 nmの範囲の光波長の抑

制効果の最大効果域が，野生型と突然変異.型との聞で有

意に異っていることを報告しているので，植物種子にお

いても作用スペクトルの最大効果域の遺伝的変異の可能

性も検討すべきであろう。

摘要

タバコ種子の発芽は典型的な光発芽性を示すことが知

られている。著者らは，このタバコ種子の光発芽i!1ニにつ

いて，植物の光形態形成という観点から，その基礎的知

見を得るため2つの光条‘件(暗黒と赤色光処理)を用い

て発芽試験を行ない，それらの結果について二面交配法

による遺伝分析を行った。

要光型4品種(松川，南部， Samsoun， Hicks 2)およ

び非要光型1品種 (Xanthi)を用い， 1974年に相反交配

を含む全交配 (20組合せ)を行ない，その Fl種子と 5つ

の親品種の自殖種子を用いた。発芽試験の結果をそれぞ

れの光条件ごとに HAYMAN (1954)の公式にしたがっ

て遺伝的分散成分を推定L，その推定値と (Wr，Vr) グ

ラフをもとにして，関与する遺伝子の性質をあきらかに

し7こ。

暗黒条件では，関与する有効因子数は 1~2 対であり，

暗黒で発芽しない要光型の性質がほぼ完全優性であると

考えられた。また赤色光条件では，有効因子数は 1~3

対であり，優位傾向は超優性であった。

光の効果を赤色光条件の発芽率から暗黒条件の発芽率

を減ずることによって示し，これを感光性と名づけた。

これについて XanthiのArrayを除いた場合と， Hicks 

2の Arrayを除いた場合の2通りの二面分析を行った。

Xanthi の Array を除外した場合の有効因子数は 1~2

対であり，また超優性の傾向を示した。 一方， Hicks 2 

Arrayのを除外した場合，二面分析の仮定が成立せず，

Xanthiの因子の上位性によるものと推定された。

HONING (1930)， 小河原 (1957)， KASPERBAUER 

(1968)らの指摘した，暗黒条件下の発芽における相反交

雑の差はそれほど大きくなかった。
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Summary 

The seed of tobacco (Nicotiana tabacum L.) has 

been known generally to be a light-favored seed. 

However， some varieties has been found which do 

not show such light-dependent behavior in seed 

germination. In order to elucidate the light de-

pendence in seed germination of tobacco， the au-

thors have been conducting genetic experiments 

and this report is the result of a dial1el cross of 

some varieties which were different from each 

other in light dependence leading to seed germina-

tlOn. 

The following五vevarieties were utilized as ma-

terials. The variety Xanthi is known to show 

light-independent germination. Varieties Matsu-

kawa， Nanbu， Samsoun， Hicks 2 are also known to 

be light dependent in seed germination， however 

the degree of light dependence differs among the-

se varieties. Seeds of 20 F1's from all possible 

combinations and 5 se!fed progenies were used for 

a diallel analysis. The germination tests were 

conducted in 5.5 cm diameter petri dish五lledwith 

0.79"0 agar at a temperature of 25 C. The experi-

mental procedure involves 24 hour dark imbibi-

tion， light treatment and dark incubation for 7 

clays in that orcler. Because of no interaction of 

alleles concernecl， the genetic variance components 

and diagram showing the relation of array covari-

ance (Wr) and variance (Vr) were drawn on the 

basis of HA YMAN's method (1954) ancl the following 

results were obtainecl. Basecl on 11.2/1-12 ancl (the 

maximum parent value-the minimum parent val-

ue)2/4D number of alleles concerned (the number 

of e妊ectivefactors) was estimatecl to be 1 to 2 

(under clarkness) and 1 to 3 (uncler recl light illu-

mination). Direction of dominance were negative 

under darkness and recl light， but array positions 

were altered by light condition. Xanthi's array 

position showecl the maxinimum value of Wγ十Vγ

under darkness， but its position showed the mini-

mum value of切ら十Vrunder recl light. The aver-

ages of clominance ratios (.j H1/D) were estimated 
to be 1.04 and 0.99 That is， the former was shown 

to be a case of over dominance ancl latter a case 

of partial dominance. Moreover， the results men-

tioned above were analysed with reference to light 

sensitivity of varieties by the promotive e任ectsof 

recl light， for Xanthi and Hicks 2 possesed a siml-

lar array position under red light， but helcl opposite 

positions uncler clarkness. Similar analyses were 

conducted excluding Xanthi's or Hicks 2's array， 
in order to clarify the e任ectsof Xanthi and Hicks 

2 factors， respectively. Because of the interaction 

of the alleles cencerned wi th the diallel table ex-

cluding Hicks 2's array， the epistatic e紅白ts of 

Xanthi factors were assumed. With the exception 

of the Xanthi array the following results were 

indicated: The estimatecl number of alleles con-

cerned was 1 to 2， the direction of clominance was 

negative， and the estimatecl average of clominance 

ration was 1.14. Therefore， the light sensitivity 

was considered to be over dominant. Hicks 2's 

arrary showecl a minimum value of Hペr十V円 and

this indicated the tendency in which the low light 

sensitivity in Hicks 2 is an intense clominance 

trmt. 

The light clependence was clominant over light 

indepenclence， ancl low light sensitivity was clomi-

nant over high light sensitivity within light de-

penclent variety groups. The cli任erencein results 

between reciprocal crosses under darkness was 

less than reportecl in the previous results by 

HONING(1930)， OGAWARA(1957)， ancl KASPERBAUER 

(1968). 


